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	 図 1に WMO のベストトラックデータ
International	Best	Track	Archive	for	Climate	
Stewardship	(IBTrACS;	Knapp	et	al.	2010)	
-v03r09 を用いて、1991 年から2010 年までの間
に西太平洋及び多島海域で発生した台風の位置
を示す。IBTrACS に記録されている当該期間、当




図 1, 1991 年から 2010 年の台風発生位置の分布








































トラックを図 2に示す。PALI は、7日 12Z に熱帯
低気圧強度に、その 6時間後の 7日 18Z に北緯
4.4 度で台風強度に発達した。その後北上しなが



























表 1. 初期値・境界値について 
大気データ GEFSR2 
土壌データ NCEP FNL analysis 
水平格子サイズ 1度×1度 
鉛直層数 11 （下端 1000hPa 上端 10hPa） 
メンバー数 11 













表 2. DS 実験設定 








境界層スキーム MYNN Level 2.5  































表 3. ハリケーン再発達期の強度予報誤差 
種類 誤差（RMSE, m/s） 
現業アンサンブル平均値 20.54473 
DS 実験アンサンブル平均値 10.17813 





































図 5. 再発達期の DS 実験誤差最小メンバーのハリケーンの方位角平均した鉛直構造の様子。左から発達期ピーク時（48 予報
時間）、再発達期開始時（108 予報時間）、再発達期ピーク時（144 予報時間）。シェードで接線風速（m/s）、ベクトルで
鉛直風（cm/s）と動径風（m/s）を示す。 
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